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「この絵には何が描かれているか想像してみてくださ

い。」

　子どもたちにこう問いかけたら一体どれだけたくさん

のこたえが返ってくるのでしょう。

　馬、鳥、へびやトカゲ。葉っぱのようにも見えるし、珊

瑚や海藻のようでもある。きっと大人では想像もつかな

いような見方や感じ方をするに違いありません。美しく

鮮やかな色彩で色紙を自由に切り抜いた不思議な形。今

回ご紹介するのは アンリ・マチスの「馬・曲馬師・道化」

という作品です。

　この作品は 1947 年に制作された切り紙絵を原画とす

る 20 点の挿絵と自筆のテキストで構成された『ジャズ』

という挿絵本に収められています。当初は「サーカス」と

いうタイトルが考えられていましたが、色と形が響き合

い、まるでジャズの即興演奏のようであることから「ジャ

ズ」に変更されました。

「馬・曲馬師・道化」はサーカスの一場面が表現されてい

ます。白と黒のスカートのようなものをはいた曲馬師が

馬にまたがり、その横に緑と黒と黄色の衣装を身につけ

た道化師が立っています。画面を横切るように配置され

た黄色の曲線は、大きくしなる鞭でしょうか。曲馬の躍

動感やサーカスの華やかさが手に取るように感じとるこ

とができます。

　マチスはフォーヴィスム（野獣派）の作家として知ら

れていますが、その活動は３年程と短く、実はフォー

ヴィスムと呼ばれることを嫌っていたようです。特

に第二次世界大戦による混乱や、大病を患ったことも

あり、静かで心地の良い作品を描くことを求め、「私

は人々を癒す肘掛け椅子のような絵を描きたい」とも

語っていました。そして辿り着いたのがカットアウト

（切り紙絵）という新たな表現でした。

　マチスにとってのハサミはどんな描画材よりも線

を色に、輪郭を表面に結びつけました。グワッシュで

彩色された紙をまるで「ハサミを使ってデッサン」す

るように切り抜き、貼り合わせる手法は色と形と線と

いう要素を協調させ、明るくリズミカルに、そして即

興的に画面の中に自由に響かせることに成功したの

です。まるで絵の中から陽気なジャズの音色が聞こえ

てくるようです。

　作品を深く鑑賞するには視覚をはじめとする五感

を通して想像力を駆使することがとても大切だと言

えます。さて、もう一度子どもたちに問いかけてみま

しょう。

「この絵からどんな音や、どんな楽器の演奏が聴こえ

てくるか想像してみてください。」

　これまたたくさんのこたえが返ってくるに違いあ

りません。
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知識・技能 思考力・判断力・表現力等

　新しい学習指導要領が平成29年３月31日に文部科学省より告示されました。

　今回の改訂では、「育成すべき資質・能力」の三つの柱が全教科共通に示され、各教科に三つの柱が反映されています。

　三つの柱は、①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③学びに向かう力・人間性（主体性・多様性・協働性）です。

具体的にいうと、知識・技能は、「何を知っているか、何ができるか」、思考力・判断力・表現力等は、「知っていること、

できることをどう使うか」、学びに向かう力・人間性（主体性・多様性・協働性）は、「どのように社会・世界と関わり、よ

りよい人生を送るか」ということを示しています。

　また、この三つの柱を具現化するために、「どのように学ぶか（アクティブ・ラーニングの視点からの不断の授業改

善）」、「学習評価の充実とカリキュラム・マネジメントの充実」が指導者に求められています。

　小学校図画工作科および中学校美術科では、具体的にはどのような「目標」、「内容」および「指導計画の作成と内容の

取扱い」が示されたのか、本特集で見ていきたいと思います。

　なお、現段階では、「学習指導要領解説」、いわゆる「解説書」（文部科学省編）が発行されていません。今年度の夏頃

と予想されますが、発行されれば、もう少し中身が具体的になるでしょう。
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１
．
学
習
指
導
要
領
の
全
体
像
と
教
科
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

今
回
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
も
の
と
何
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
、
指
導
の
上
で
具
体
的
に
何
に
留
意
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
日
々
学
校
現
場
に
お

い
て
授
業
実
践
に
取
り
組
む
先
生
方
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
改
訂
で
は
、
教
科
と
し
て
の
目
標
が
大
き
く
方
向
転
換
さ
れ
た
と
か
、
こ
れ

ま
で
と
は
全
く
異
な
る
指
導
方
法
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
て
き
た
図
画
工
作
科
と
し
て
の
学
び
を
教
科

の
学
習
と
し
て
培
う
資
質
・
能
力
の
側
面
か
ら
整
理
し
、
今
日
的
な
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
構
造

化
し
た
と
捉
え
た
方
が
理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
訂
に
お
い
て
示
さ
れ
た
こ
の
構
造
は
、
図
画
工
作
科
の
み
な
ら
ず
全
て
の
教

科
に
お
い
て
共
通
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、各
教
科
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
培
う
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
教
育
に
お

い
て
培
う
べ
き
学
力
を
資
質
・
能
力
と
し
て
問
う
た
と
き
、
そ
れ
が
な
ぜ
図
画
工
作
科
と
い
う
教

科
で
培
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
必
然
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
教
科
に
お
い
て
こ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
に
「
何
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
か
」
と
し
て
、
①
知
識
及
び
技
能
、
②
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
③
学
び
に
向

か
う
力
、
人
間
性
等
の
三
つ
の
柱
で
整
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
「
何
を
学
ぶ
か
」（
教

科
等
を
学
ぶ
意
義
と
、
教
科
間
・
学
校
段
階
間
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
）、「
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
か
」（
各
教
科
等
の
指
導
計
画
の
作
成
と
実
施
、
学
習
・
指
導
の
改
善
・
充
実
）、

「
何
が
身
に
付
い
た
か
」（
学
習
評
価
の
充
実
）、「
子
ど
も
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援

す
る
か
」（
子
ど
も
の
発
達
を
踏
ま
え
た
指
導
）、「
実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
」（
教
育
課
程

の
実
施
に
必
要
な
方
策
）
と
い
う
六
つ
の
観
点
か
ら
教
育
課
程
や
教
育
活
動
の
改
善
や
充
実
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
基
に
図
画
工
作
科
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

特
集
１
・
新
学
習
指
導
要
領

小
学
校
図
画
工
作
科

な
る
学
び
の
姿
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

２
．「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
の
た
め
に

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
と
し
て
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
が
重
要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
つ
に
整
理
さ
れ
た
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
、
様
々
な
課
題
の
対
応
に
生
か
せ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
学
び
の

深
ま
り
を
目
指
し
て
、
学
び
の
質
に
着
目
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
・

指
導
方
法
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
特
定
の
方
法
を
求
め
て
い
る
の
で
も
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
優
れ
た
教
育
実
践
の
蓄
積
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
授
業
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
見
て
い
く
と
、「
主
体
的
な
学
び
」の
実
現
の
た
め
に
は
、子
ど
も
自
身
が
興
味
を
も
っ

て
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
目
的
を
認
識
し
、
学
習
へ
の

振
り
返
り
と
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
対
話
的
な
学
び
」
に
お
い
て
は
、
自
分
と
異
な
る
考
え
方
に
触
れ
た
り
、
向
き
合
っ

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
形
づ
く
っ
た
り
、
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、「
深
い
学
び
」で
は
、身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
が
活
用
・

発
揮
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
さ
ら
に
伸
ば
さ
れ
た
り
、
新
た
な
資
質
・
能
力
が
育
ま
れ
た
り
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
習
活
動
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
つ
の
学
び
が
互
い
に
関
わ
り
な
が
ら
バ

ラ
ン
ス
よ
く
実
現
し
て
い
く
よ
う
に
授
業
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
教
科
に
お
い
て
こ
の
授
業
改
善
を
図
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
教
科
固
有
の
「
見
方
・
考
え
方
」

を
働
か
せ
る
こ
と
を
深
い
学
び
へ
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
重
視
し
て
い
ま
す
。図
画
工
作
科
で
は
、

こ
れ
を
「
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
」
と
し
て
、「
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
、
対
象
や
事
象
を
、

形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
視
点
で
捉
え
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
な
が
ら
意
味
や
価
値
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。「
造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
特
徴
は
、
知
性
と
感
性
を
共

に
働
か
せ
て
対
象
や
事
象
を
捉
え
る
こ
と
で
す
。
身
体
を
通
し
て
、
知
性
と
感
性
を
融
合
さ
せ
な

が
ら
対
象
や
事
象
を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
、
他
教
科
等
以
上
に
図
画
工
作
科
が
担
っ
て
い
る
学
び

な
の
で
す
。（
Ｔ
Ｋ
生
）
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第７節　図画工作
第１ 目　標
　表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうよ
うにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。

第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年及び第２学年〕
１ 目　標
（1）�進んで表したり見たりする態度を育てるとともに，つくりだす喜びを味わうよ

うにする。
（2）�造形活動を楽しみ，豊かな発想をするなどして，体全体の感覚や技能などを働

かせるようにする。
（3）�身の回りの作品などから，面白さや楽しさを感じ取るようにする。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に思い付いてつくること。
　　イ　感覚や気持ちを生かしながら楽しくつくること。
　　ウ　並べたり，つないだり，積んだりするなど体全体を働かせてつくること。
（2）�感じたことや想像したことを絵や立体，工作に表す活動を通して，次の事項を

指導する。
　　ア　感じたことや想像したことから，表したいことを見付けて表すこと。
　　イ　好きな色を選んだり，いろいろな形をつくって楽しんだりしながら表すこ

と。
　　ウ　身近な材料や扱いやすい用具を手を働かせて使うとともに，表し方を考え

て表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�身の回りの作品などを鑑賞する活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分たちの作品や身近な材料などを楽しく見ること。
　　イ　形や色などを基に，自分のイメージをもつこと。

〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分の感覚や活動を通して，形や色などをとらえること。
　　イ　形や色などを基に，自分のイメージをもつこと。

〔第３学年及び第４学年〕
１ 目　標
（1）�進んで表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに，つくりだす喜びを味

わうようにする。
（2）�材料などから豊かな発想をし，手や体全体を十分に働かせ，表し方を工夫し，造

形的な能力を伸ばすようにする。
（3）�身近にある作品などから，よさや面白さを感じ取るようにする。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�材料や場所などを基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　身近な材料や場所などを基に発想してつくること。
　　イ　新しい形をつくるとともに，その形から発想したりみんなで話し合って考

えたりしながらつくること。
　　ウ　前学年までの材料や用具についての経験を生かし，組み合わせたり，切っ

てつないだり，形を変えたりするなどしてつくること。
（2）�感じたこと，想像したこと，見たことを絵や立体，工作に表す活動を通して，次

の事項を指導する。
　　ア　感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付けて表すこ

と。

第７節　図画工作
第１ 目　標
　表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）�対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解する

とともに，材料や用具を使い，表し方などを工夫して，創造的につくったり表
したりすることができるようにする。

（2）�造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に発
想や構想をしたり，作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすること
ができるようにする。

（3）�つくりだす喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創造しよ
うとする態度を養い，豊かな情操を培う。

第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年及び第２学年〕
１ 目　標
（1）�対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して気付くと

ともに，手や体全体の感覚などを働かせ材料や用具を使い，表し方などを工夫
して，創造的につくったり表したりすることができるようにする。

（2）�造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて考え，楽しく発
想や構想をしたり，身の回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたりす
ることができるようにする。

（3）�楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わうと
ともに，形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとする態度を養う。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�表現の活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができる

よう指導する。
　　ア　造形遊びをする活動を通して，身近な自然物や人工の材料の形や色などを

基に造形的な活動を思い付くことや，感覚や気持ちを生かしながらどのよう
に活動するかについて考えること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，感じたこと，想像したことから，表し
たいことを見付けることや，好きな形や色を選んだり，いろいろな形や色を
考えたりしながら，どのように表すかについて考えること。

（2）�表現の活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

　　ア　造形遊びをする活動を通して，身近で扱いやすい材料や用具に十分に慣れ
るとともに，並べたり，つないだり，積んだりするなど手や体全体の感覚な
どを働かせ，活動を工夫してつくること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，身近で扱いやすい材料や用具に十分
に慣れるとともに，手や体全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表
し方を工夫して表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　ア　身の回りの作品などを鑑賞する活動を通して，自分たちの作品や身近な材

料などの造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて，感
じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広げること。

〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。
　　ア　自分の感覚や行為を通して，形や色などに気付くこと。
　　イ　形や色などを基に，自分のイメージをもつこと。

〔第３学年及び第４学年〕
１ 目　標
（1）�対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して分かると

ともに，手や体全体を十分に働かせ材料や用具を使い，表し方などを工夫して，
創造的につくったり表したりすることができるようにする。

（2）�造形的なよさや面白さ，表したいこと，表し方などについて考え，豊かに発想
や構想をしたり，身近にある作品などから自分の見方や感じ方を広げたりする
ことができるようにする。

（3）�進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わうと
ともに，形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�表現の活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができる

よう指導する。
　　ア　造形遊びをする活動を通して，身近な材料や場所などを基に造形的な活動

を思い付くことや，新しい形や色などを思い付きながら，どのように活動す
るかについて考えること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，感じたこと，想像したこと，見たこと
から，表したいことを見付けることや，表したいことや用途などを考え，形
や色，材料などを生かしながら，どのように表すかについて考えること。

（2）�表現の活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）
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　　イ　表したいことや用途などを考えながら，形や色，材料などを生かし，計画を
立てるなどして表すこと。

　　ウ　表したいことに合わせて，材料や用具の特徴を生かして使うとともに，表
し方を考えて表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�身近にある作品などを鑑賞する活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分たちの作品や身近な美術作品や製作の過程などを鑑賞して，よさや面

白さを感じ取ること。
　　イ　感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどして，

いろいろな表し方や材料による感じの違いなどが分かること。
〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分の感覚や活動を通して，形や色，組合せなどの感じをとらえること。
　　イ　形や色などの感じを基に，自分のイメージをもつこと。

〔第５学年及び第６学年〕
１ 目　標
（1）�創造的に表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに，つくりだす喜びを

味わうようにする。
（2）�材料などの特徴をとらえ，想像力を働かせて発想し，主題の表し方を構想する

とともに，様々な表し方を工夫し，造形的な能力を高めるようにする。
（3）�親しみのある作品などから，よさや美しさを感じ取るとともに，それらを大切

にするようにする。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�材料や場所などの特徴を基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導す

る。
　　ア　材料や場所などの特徴を基に発想し想像力を働かせてつくること。
　　イ　材料や場所などに進んでかかわり合い，それらを基に構成したり周囲の様

子を考え合わせたりしながらつくること。
　　ウ　前学年までの材料や用具などについての経験や技能を総合的に生かしてつ

くること。
（2）�感じたこと，想像したこと，見たこと，伝え合いたいことを絵や立体，工作に表

す活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　感じたこと，想像したこと，見たこと，伝え合いたいことから，表したいこ

とを見付けて表すこと。
　　イ　形や色，材料の特徴や構成の美しさなどの感じ，用途などを考えながら，表

し方を構想して表すこと。
　　ウ　表したいことに合わせて，材料や用具の特徴を生かして使うとともに，表

現に適した方法などを組み合わせて表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分たちの作品，我が国や諸外国の親しみのある美術作品，暮らしの中の

作品などを鑑賞して，よさや美しさを感じ取ること。
　　イ　感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどして，

表し方の変化，表現の意図や特徴などをとらえること。
〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
　　ア　自分の感覚や活動を通して，形や色，動きや奥行きなどの造形的な特徴を

とらえること。
　　イ　形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもつこと。
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（新設）→

（3）�第２の各学年の内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力であり，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，十分な指導
が行われるよう工夫すること。

（1）�第２の各学年の内容の〔共通事項〕は表現及び鑑賞に関する能力を育成する上で
共通に必要となるものであり，表現及び鑑賞の各活動において十分な指導が行
われるよう工夫すること。

　　ア　造形遊びをする活動を通して，材料や用具を適切に扱うとともに，前学年
までの材料や用具についての経験を生かし，組み合わせたり，切ってつない
だり，形を変えたりするなどして，手や体全体を十分に働かせ，活動を工夫
してつくること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，材料や用具を適切に扱うとともに，前
学年までの材料や用具についての経験を生かし，手や体全体を十分に働かせ，
表したいことに合わせて表し方を工夫して表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　ア　身近にある作品などを鑑賞する活動を通して，自分たちの作品や身近な美

術作品，製作の過程などの造形的なよさや面白さ，表したいこと，いろいろ
な表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を広
げること。

〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。
　　ア　自分の感覚や行為を通して，形や色などの感じが分かること。
　　イ　形や色などの感じを基に，自分のイメージをもつこと。

〔第５学年及び第６学年〕
１ 目　標
（1）�対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解する

とともに，材料や用具を活用し，表し方などを工夫して，創造的につくったり
表したりすることができるようにする。

（2）�造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に発
想や構想をしたり，親しみのある作品などから自分の見方や感じ方を深めたり
することができるようにする。

（3）�主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜びを味わう
とともに，形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養
う。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1）�表現の活動を通して，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができる

よう指導する。
　　ア　造形遊びをする活動を通して，材料や場所，空間などの特徴を基に造形的

な活動を思い付くことや，構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら，
どのように活動するかについて考えること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，感じたこと，想像したこと，見たこと，
伝え合いたいことから，表したいことを見付けることや，形や色，材料の特徴，
構成の美しさなどの感じ，用途などを考えながら，どのように主題を表すか
について考えること。

（2）�表現の活動を通して，技能に関する次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

　　ア　造形遊びをする活動を通して，活動に応じて材料や用具を活用するととも
に，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，
方法などを組み合わせたりするなどして，活動を工夫してつくること。

　　イ　絵や立体，工作に表す活動を通して，表現方法に応じて材料や用具を活用
するとともに，前学年までの材料や用具などについての経験や技能を総合的
に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表し
たいことに合わせて表し方を工夫して表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1）�鑑賞の活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　ア　親しみのある作品などを鑑賞する活動を通して，自分たちの作品，我が国

や諸外国の親しみのある美術作品，生活の中の造形などの造形的なよさや美
しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えた
りし，自分の見方や感じ方を深めること。

〔共通事項〕
（1）�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。
　　ア　自分の感覚や行為を通して，形や色などの造形的な特徴を理解すること。
　　イ　形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもつこと。
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
（1）�題材など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に

向けて，児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，
造形的な見方・考え方を働かせ，表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連
させた学習の充実を図ること。

（2）�第２の各学年の内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互の関連を図
るようにすること。ただし，「Ｂ鑑賞」の指導については，指導の効果を高める
ため必要がある場合には，児童や学校の実態に応じて，独立して行うようにす
ること。

（3）�第２の各学年の内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力であり，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，十分な指導
が行われるよう工夫すること。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）
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（2）�第２の各学年の内容の「Ａ表現」の (2) の指導に配当する授業時数については，
工作に表すことの内容に配当する授業時数が，絵や立体に表すことの内容に配
当する授業時数とおよそ等しくなるように計画すること。

（4）�第２の各学年の内容の「Ａ表現」の指導については，適宜共同してつくりだす活
動を取り上げるようにすること。

（新設）→

（5）�低学年においては，生活科などとの関連を積極的に図り，指導の効果を高める
ようにすること。特に第１学年においては，幼稚園教育における表現に関する
内容などとの関連を考慮すること。

（新設）→

（6）�第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連を
考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，図画工作科
の特質に応じて適切な指導をすること。

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
（1）�個々の児童が特性を生かした活動ができるようにするため，学習活動や表現方

法などに幅をもたせるようにすること。
（新設）→

（新設）→

（新設）→

（新設）→
（3）�材料や用具については，次のとおり取り扱うこととし，必要に応じて，当該学

年より前の学年において初歩的な形で取り上げたり，その後の学年で繰り返し
取り上げたりすること。

　　ア　第１学年及び第２学年においては，土，粘土，木，紙，クレヨン，パス，はさみ，
のり，簡単な小刀類など身近で扱いやすいものを用いることとし，児童がこ
れらに十分に慣れることができるようにすること。

　　イ　第３学年及び第４学年においては，木切れ，板材，釘 ( くぎ )，水彩絵の具，
小刀，使いやすいのこぎり，金づちなどを用いることとし，児童がこれらを
適切に扱うことができるようにすること。

　　ウ　第５学年及び第６学年においては，針金，糸のこぎりなどを用いることと
し，児童が表現方法に応じてこれらを活用できるようにすること。

（2）�各学年の「Ａ表現」の（2）については，児童や学校の実態に応じて，児童が工夫
して楽しめる程度の版に表す経験や焼成する経験ができるようにすること。

（5）�各学年の「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，児童や学校の実態に応じて，地域の美
術館などを利用したり，連携を図ったりすること。

【第１学年及び第２学年「Ｂ鑑賞」（1）より移行】
　　イ　感じたことを話したり，友人の話を聞いたりするなどして，形や色，表し方

の面白さ，材料の感じなどに気付くこと。
【第３学年及び第４学年「Ｂ鑑賞」（1）より移行】
　　イ　感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどして，

いろいろな表し方や材料による感じの違いなどが分かること。
【第５学年及び第６学年「Ｂ鑑賞」（1）より移行】
　　イ　感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどして，

表し方の変化，表現の意図や特徴などをとらえること。
（新設）→

（新設）→

【第３の２より移行】
（4）�事故防止に留意すること。
３� 校内の適切な場所に作品を展示するなどし，平素の学校生活においてそれを鑑
賞できるよう配慮するものとする。

（4）�第２の各学年の内容の「Ａ表現」については，造形遊びをする活動では，(1) のア
及び (2) のアを，絵や立体，工作に表す活動では，(1) のイ及び (2) のイを関連
付けて指導すること。その際，(1) のイ及び (2) のイの指導に配当する授業時数
については，工作に表すことの内容に配当する授業時数が，絵や立体に表すこ
との内容に配当する授業時数とおよそ等しくなるように計画すること。

（5）�第２の各学年の内容の「Ａ表現」の指導については，適宜共同してつくりだす活
動を取り上げるようにすること。

（6）�第２の各学年の内容の「Ｂ鑑賞」においては，自分たちの作品や美術作品などの
特質を踏まえて指導すること。

（7）�低学年においては，第１章総則の第２の４の (1) を踏まえ，他教科等との関連
を積極的に図り，指導の効果を高めるようにするとともに，幼稚園教育要領等
に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮すること。特に，
小学校入学当初においては，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，弾力
的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。

（8）�障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた
指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（9）�第１章総則の第１の２の (2) に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの
関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，図画
工作科の特質に応じて適切な指導をすること。

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
（1）�児童が個性を生かして活動することができるようにするため，学習活動や表現

方法などに幅をもたせるようにすること。
（2）�各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，児童が〔共通事項〕のアとイと

の関わりに気付くようにすること。
（3）�〔共通事項〕のアの指導に当たっては，次の事項に配慮し，必要に応じて，その

後の学年で繰り返し取り上げること。
　　ア　第１学年及び第２学年においては，いろいろな形や色，触った感じなどを

捉えること。
　　イ　第３学年及び第４学年においては，形の感じ，色の感じ，それらの組合せに

よる感じ，色の明るさなどを捉えること。
　　ウ　第５学年及び第６学年においては，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさ

などを捉えること。
（4）�各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，活動の全過程を通して児童が実現した

い思いを大切にしながら活動できるようにし，自分のよさや可能性を見いだし，
楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養うようにすること。

（5）�各活動において，互いのよさや個性などを認め尊重し合うようにすること。
（6）�材料や用具については，次のとおり取り扱うこととし，必要に応じて，当該学

年より前の学年において初歩的な形で取り上げたり，その後の学年で繰り返し
取り上げたりすること。

　　ア　第１学年及び第２学年においては，土，粘土，木，紙，クレヨン，パス，はさ
み，のり，簡単な小刀類など身近で扱いやすいものを用いること。

　　イ　第３学年及び第４学年においては，木切れ，板材，釘 ( くぎ )，水彩絵の具，
小刀，使いやすいのこぎり，金づちなどを用いること。

　　ウ　第５学年及び第６学年においては，針金，糸のこぎりなどを用いること。

（7）�各学年の「Ａ表現」の（1）のイ及び（2）のイについては，児童や学校の実態に応
じて，児童が工夫して楽しめる程度の版に表す経験や焼成する経験ができるよ
うにすること。

（8）�各学年の「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，児童や学校の実態に応じて，地域の美
術館などを利用したり，連携を図ったりすること。

（9）�各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，思考力，判断力，表現力
等を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点として，感じたことや思っ
たこと，考えたことなどを，話したり聞いたり話し合ったりする，言葉で整理
するなどの言語活動を充実すること。

（10）�コンピュータ，カメラなどの情報機器を利用することについては，表現や鑑賞
の活動で使う用具の一つとして扱うとともに，必要性を十分に検討して利用す
ること。

（11）�創造することの価値に気付き，自分たちの作品や美術作品などに表れている創
造性を大切にする態度を養うようにすること。また，こうした態度を養うこと
が，美術文化の継承，発展，創造を支えていることについて理解する素地となる
よう配慮すること。

３� 造形活動で使用する材料や用具，活動場所については，安全な扱い方について
指導する，事前に点検するなどして，事故防止に留意するものとする。
４� 校内の適切な場所に作品を展示するなどし，平素の学校生活においてそれを鑑
賞できるよう配慮するものとする。また，学校や地域の実態に応じて，校外に児
童の作品を展示する機会を設けるなどするものとする。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）
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東
京
都
立
三
鷹
中
等
教
育
学
校

美
術
科
／
南み

な
み 

弥み

お緒 

先
生

図工室・
美術室訪問
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「
本
校
に
赴
任
し
た
と
き
は
、
電
動
糸
の
こ
盤
が

１
台
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
毎
年
２
台
ず
つ
購
入
し

て
、
よ
う
や
く
７
台
に
な
り
ま
し
た
。
最
低
10
台
に

は
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

美
術
室
の
玄
関
前
に
は
、
美
術
館
や
博
物
館
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る

生
徒
に
は
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

白
を
基
調
と
し
た
引
き
出
し
や
棚
が
清
潔
感
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
と
に
か
く
明
る
く
て
き
れ
い
だ
。

　

い
つ
も
生
徒
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
美
術
の
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
が
自
主
的
に
清
掃
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
制
作
、
表
現
し
て

く
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
」
と
い
う
南
先
生
の
心
意

気
が
感
じ
ら
れ
る
美
術
室
だ
。

　

引
き
出
し
や
棚
の
中
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
も

次
の
授
業
に
使
う
道
具
な
ど
は
き
ち
ん
と
片
づ
け
て

い
く
そ
う
だ
。
先
生
と
生
徒
の
信
頼
関
係
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

い
ざ
、
美
術
室
の
扉
を
開
け
る
と
、
授
業
が
楽
し

み
に
な
る
空
間
だ
。

　

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
が
教
卓
の
隅
に
置
か
れ
て
い
た

が
、「
こ
の
短
い
音
楽
を
流
す
と
き
は
、
子
ど
も
た

ち
に
片
付
け
の
時
間
を
知
ら
せ
る
た
め
」だ
そ
う
で
、

美
術
の
時
間
数
が
少
な
く
な
る
な
か
、「
子
ど
も
た

ち
は
、
も
っ
と
制
作
を
や
っ
て
い
た
く
て
、
な
か
な

か
片
付
け
よ
う
と
し
な
い
。
私
の
声
も
み
ん
な
に
通

ら
な
い
の
で
」
や
む
な
く
、
音
楽
を
か
け
て
片
付
け

を
促
す
そ
う
だ
。
生
徒
た
ち
も
、
い
つ
の
間
に
か
曲

を
覚
え
て
、曲
の
サ
ビ
の
と
こ
ろ
に
差
し
か
か
る
と
、

「
こ
こ
ま
で
だ
」
と
あ
き
ら
め
て
（
・
・
・
・
・
）、

一
斉
に
片
づ
け
始
め
る
そ
う
だ
。効
果
抜
群
！　
「
い

い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
」と
言
う
と
、南
先
生
は
ニ
コ
ッ

と
微
笑
ま
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

（
取
材
・
文
責
／
編
集
部
）

■東京都立三鷹 ( みたか ) 中等教育学校■
２０１０年　東京都立三鷹高等学校を母体して
　　　　　　設立された中高一貫校。
２０１３年　新校舎落成。
　　　　　　現在、生徒数は６学年各１６０名で
　　　　　　計９６０名在籍。

図工室・美術室訪問
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１
．
改
訂
の
背
景

　

今
回
の
改
訂
は
、
２
０
３
０
年
頃
の
社
会
の
在
り
方
を
見
据
え
て
行
わ
れ
た
。
社
会
は
今
後
一

層
変
化
の
速
度
を
上
げ
、
予
測
困
難
に
な
り
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
さ
ら
に
進
み
、
第
４

次
産
業
革
命
と
も
言
わ
れ
る
人
工
知
能
の
急
激
な
進
化
に
よ
っ
て
、
職
業
構
造
も
大
き
く
変
化
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
で
変
化
し
続
け
る
社
会
の
中
で
学
校
は
何
を
教
え
る
べ

き
な
の
か
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
さ
せ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
た
結
果
が
新
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
に
表
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、「
生
き
る
力
」
の
理
念
を
継
承
し
、
よ
り
具
体
化
し
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
育
む
の
か
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
や
世
界
を
視
野
に
入
れ
、
学
校
外
の
リ
ソ
ー
ス
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
社
会

と
向
き
合
い
世
界
で
活
躍
で
き
る
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
め
る
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」
の
実
現
も
求
め
て
い
る
。

２
．
学
び
の
地
図

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学
校
内
外
の
人
材
、
諸
機
関
が
相
互

に
連
携
・
協
働
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
基
準
い
わ
ば
「
学
び
の
地
図
」
と
な
る
の
が
、
今
回
の

改
訂
で
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
の
役
割
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

改
訂
で
は
①
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
（
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
）、
②
何
を
学
ぶ
か

（
教
科
等
を
学
ぶ
意
義
と
教
科
等
間
・
学
校
段
階
間
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
）、

③
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
（
各
教
科
等
の
指
導
計
画
の
作
成
と
実
施
、
学
習
・
指
導
の
改
善
・
充
実
）

等
、
六
つ
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
て
お
り
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
三
つ
の
柱
、
①
何
を
理

解
し
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
（
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
の
習
得
）、
②
理
解
し
て
い
る
こ
と
・

で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
（
未
知
の
状
況
に
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
）、
③
ど
の
よ
う
に
社
会
、
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
（
学
び
を
人
生
や
社

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

会
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
の
涵
養
）
に
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
教

科
等
を
学
ぶ
本
質
的
な
意
義
の
中
核
を
な
す
「
見
方
・
考
え
方
」
が
記
さ
れ
、
教
育
と
社
会
と
を

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
明
示
さ
れ
た
。

３
．
中
学
校
美
術
科
の
学
習
指
導
要
領

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
以
下
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
教
科
の
目
標
で
は
、
生
活
や
社
会
の

中
の
美
術
、
美
術
文
化
な
ど
と
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
よ
り
一
層
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、

目
標
を
三
つ
の
柱
で
整
理
、（
１
）
対
象
や
事
象
を
捉
え
る
造
形
的
な
視
点
に
つ
い
て
理
解
す
る

た
め
の
知
識
と
、
表
現
方
法
を
創
意
工
夫
し
想
像
的
に
表
す
創
造
的
な
技
能
、（
２
）
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
に
つ
い
て
、
表
現
に
お
い
て
主
題
を
生
み
出
し
豊
か
に
発
想
し
構
想
を
練
る

こ
と
、
鑑
賞
に
お
い
て
美
術
や
美
術
文
化
に
対
す
る
見
方
や
感
じ
方
を
深
め
る
こ
と
、（
３
）
学

び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
に
つ
い
て
、
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
む
こ
と
、
感
性
を
豊
か
に
す

る
こ
と
、
心
豊
か
な
生
活
を
創
造
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
、
豊
か
な
情
操
を
培
う
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
育
成
さ
れ
る
。

　

教
科
の
内
容
に
お
い
て
も
三
つ
の
柱
で
整
理
し
て
い
る
。「
Ａ
表
現
」
の
内
容
は
、（
１
）
発
想

や
構
想
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
、（
２
）
技
能
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
と
な
り
、

発
想
や
構
想
に
関
す
る
資
質
・
能
力
と
技
能
に
関
す
る
資
質
・
能
力
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
Ａ
表
現
（
１
）」
に
お
い
て
、（
ア
）
感
じ
取
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
基
に
し
た
発
想

や
構
想
、（
イ
）
目
的
や
機
能
な
ど
を
考
え
た
発
想
や
構
想
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
主
題
を
生

み
出
す
こ
と
」
を
明
示
し
て
、
主
体
的
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ｂ
鑑
賞
」
で
は
（
１
）
ア
「
美
術
作
品
な
ど
」
に
関
す
る
鑑
賞
と
、
イ
「
美
術
の
働
き
」
や

「
美
術
文
化
」
に
関
す
る
鑑
賞
に
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
１
）
ア
は
（
ア
）
感
じ
取
っ
た
こ
と

や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
基
に
表
現
さ
れ
た
作
品
、（
イ
）
目
的
や
機
能
を
も
っ
た
作
品
の
鑑
賞
が

示
さ
れ
、「
Ａ
表
現
」
の
学
習
と
の
関
連
が
図
ら
れ
て
い
る
。
イ
は
（
ア
）
身
の
ま
わ
り
の
自
然

や
人
工
物
、（
イ
）
美
術
文
化
に
関
す
る
鑑
賞
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
共
通
事
項
〕
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が
造
形
を
豊
か
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
知
識
と

し
て
示
し
、
内
容
の
取
扱
い
に
お
い
て
、
配
慮
事
項
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
の
取
扱
い
が

学
年
毎
に
示
さ
れ
、時
間
数
を
適
切
に
題
材
に
配
分
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
Ｋ
Ｋ
生
）

特
集
２
・
新
学
習
指
導
要
領

中
学
校
美
術
科
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第６節　美　術
第１ 目　標
　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，美術の創造活動の喜びを味わい美術
を愛好する心情を育てるとともに，感性を豊かにし，美術の基礎的な能力を伸
ばし，美術文化についての理解を深め，豊かな情操を養う。

第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年〕
１ 目　標
（1） �楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い，心豊かな生活

を創造していく意欲と態度を育てる。
（2） �対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め，豊かに発想し構想する能力や

形や色彩などによる表現の技能を身に付け，意図に応じて創意工夫し美
しく表現する能力を育てる。

（3） �自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ，美術
文化に対する関心を高め，よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育て
る。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1） �感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動

を通して，発想や構想に関する次の事項を指導する。
ア�　対象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したことなどを
基に主題を生み出すこと。
イ�　主題などを基に，全体と部分との関係などを考えて創造的な構成を工夫
し，心豊かに表現する構想を練ること。

（2） �伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活
動を通して，発想や構想に関する次の事項を指導する。

ア�　目的や条件などを基に，美的感覚を働かせて，構成や装飾を考え，表現の
構想を練ること。
イ�　他者の立場に立って，伝えたい内容について分かりやすさや美しさなど
を考え，表現の構想を練ること。
ウ�　用途や機能，使用する者の気持ち，材料などから美しさなどを考え，表現
の構想を練ること。

（3） �発想や構想をしたことなどを基に表現する活動を通して，技能に関する
次の事項を指導する。

ア�　形や色彩などの表し方を身に付け，意図に応じて材料や用具の生かし方
などを考え，創意工夫して表現すること。
イ�　材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら，見通しをもっ
て表現すること。

Ｂ 鑑　賞
（1） �美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活動を通して，鑑賞に関

する次の事項を指導する。
ア�　造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と表現の工夫，美と機能性の調
和，生活における美術の働きなどを感じ取り，作品などに対する思いや考え
を説明し合うなどして，対象の見方や感じ方を広げること。

イ�　身近な地域や日本及び諸外国の美術の文化遺産などを鑑賞し，そのよさ
や美しさなどを感じ取り，美術文化に対する関心を高めること。

〔共通事項〕
（1）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解すること。
イ　形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージをとらえること。

（新設）→

【「Ｂ鑑賞」（1）より移行・再掲】↓
ア�　造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と表現の工夫，美と機能性の調
和，生活における美術の働きなどを感じ取り，作品などに対する思いや考え
を説明し合うなどして，対象の見方や感じ方を広げること。

第６節　美　術
第１ 目　標
　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） �対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方法を創意工夫

し，創造的に表すことができるようにする。
（2） �造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて考え，主題を

生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を深
めたりすることができるようにする。

（3） �美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を豊かにし，心
豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年〕
１ 目　標
（1） �対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて表現方

法を工夫して表すことができるようにする。
（2） �自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，機能性と

美しさとの調和，美術の働きなどについて考え，主題を生み出し豊かに発想し構想
を練ったり，美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりすることができるよ
うにする。

（3） �楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を培い，
心豊かな生活を創造していく態度を養う。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1） ��表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。
ア�　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，
発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）�対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したことなどを基に
主題を生み出し，全体と部分との関係などを考え，創造的な構成を工夫し，心豊か
に表現する構想を練ること。

イ�　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通し
て，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）�構成や装飾の目的や条件などを基に，対象の特徴や用いる場面などから主題を生み
出し，美的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え，表現の構想を練ること。

（イ）�伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容などから主題を生み出し，分かり
やすさと美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。

（ウ）�使う目的や条件などを基に，使用する者の気持ち，材料などから主題を生み出し，
使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え，表現の構想を練ること。

（2） ���表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。
ア�　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項
を身に付けることができるよう指導する。

（ア）材料や用具の生かし方などを身に付け，意図に応じて工夫して表すこと。
（イ）材料や用具の特性などから制作の順序などを考えながら，見通しをもって表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1） ��鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。
ア�　美術作品などの見方や感じ方を広げる活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に
付けることができるよう指導する。

（ア）造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工夫などについて考
えるなどして，見方や感じ方を広げること。

（イ）目的や機能との調和のとれた美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現の意図と工
夫などについて考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

イ�　生活の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を広げる活動を通して，
鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

（ア）身の回りにある自然物や人工物の形や色彩，材料などの造形的な美しさなどを感じ
取り，生活を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，見方や感じ方
を広げること。

（イ）身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，美術
文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。

〔共通事項〕
（1） ��「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。
ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。
イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。
３ 内容の取扱い
（1） ��第１学年では，内容に示す各事項の定着を図ることを基本とし，一年間で全ての内

容が学習できるように一題材に充てる時間数などについて十分検討すること。
（2） ��「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞

に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデ
アスケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などにつ
いて説明し合うなどして対象の見方や感じ方を広げるなどの言語活動の充実を図る
こと。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）

中学校美術科・学習指導要領・新旧対照表
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〔第２学年及び第３学年〕
１ 目　標
（1） �主体的に美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を深め，心豊かな生

活を創造していく意欲と態度を高める。
（2） �対象を深く見つめ感じ取る力や想像力を一層高め，独創的・総合的な見方

や考え方を培い，豊かに発想し構想する能力や自分の表現方法を創意工
夫し，創造的に表現する能力を伸ばす。

（3） �自然の造形，美術作品や文化遺産などについての理解や見方を深め，心豊
かに生きることと美術とのかかわりに関心をもち，よさや美しさなどを
味わう鑑賞の能力を高める。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1） �感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動

を通して，発想や構想に関する次の事項を指導する。
ア�　対象を深く見つめ感じ取ったこと，考えたこと，夢，想像や感情などの心
の世界などを基に，主題を生み出すこと。
イ�　主題などを基に想像力を働かせ，単純化や省略，強調，材料の組合せなど
を考え，創造的な構成を工夫し，心豊かな表現の構想を練ること。

（2） ��伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活
動を通して，発想や構想に関する次の事項を指導する。

ア�　目的や条件などを基に，美的感覚を働かせて形や色彩，図柄，材料，光な
どの組合せを簡潔にしたり総合化したりするなどして構成や装飾を考え，
表現の構想を練ること。
イ�　伝えたい内容を多くの人々に伝えるために，形や色彩などの効果を生か
して分かりやすさや美しさなどを考え，表現の構想を練ること。
ウ�　使用する者の気持ちや機能，夢や想像，造形的な美しさなどを総合的に考
え，表現の構想を練ること。

（3） ��発想や構想をしたことなどを基に表現する活動を通して，技能に関する
次の事項を指導する。

ア�　材料や用具の特性を生かし，自分の表現意図に合う新たな表現方法を工
夫するなどして創造的に表現すること。
イ�　材料や用具，表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えな
がら，見通しをもって表現すること。

Ｂ 鑑　賞
（1） ��美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活動を通して，鑑賞に関

する次の事項を指導する。
ア�　造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や
機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め，作品
などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして，美意識を高め
幅広く味わうこと。
イ�　美術作品などに取り入れられている自然のよさや，自然や身近な環境の
中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り，安らぎや自然との共生など
の視点から，生活を美しく豊かにする美術の働きについて理解すること。
ウ�　日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べたり，それらの作品を鑑
賞したりして，日本の美術や伝統と文化に対する理解と愛情を深めるとと
もに，諸外国の美術や文化との相違と共通性に気付き，それぞれのよさや美
しさなどを味わい，美術を通した国際理解を深め，美術文化の継承と創造へ
の関心を高めること。

〔共通事項〕
（1）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。
ア�　形や色彩，材料，光などの性質や，それらがもたらす感情を理解すること。
イ�　形や色彩の特徴などを基に，対象のイメージをとらえること。

（新設）→

【「Ｂ鑑賞」（1）より移行・再掲】↓
ア�　造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，目的や
機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め，作品
などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして，美意識を高め
幅広く味わうこと。

【「Ｂ鑑賞」（1）より移行・再掲】↓
ウ�　日本の美術の概括的な変遷や作品の特質を調べたり，それらの作品を鑑
賞したりして，日本の美術や伝統と文化に対する理解と愛情を深めるとと
もに，諸外国の美術や文化との相違と共通性に気付き，それぞれのよさや美
しさなどを味わい，美術を通した国際理解を深め，美術文化の継承と創造へ
の関心を高めること。

〔第２学年及び第３学年〕
１ 目　標
（1） ��対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，意図に応じて自分の

表現方法を追求し，創造的に表すことができるようにする。
（2） ��自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ，表現の意図と創造的な工夫，

機能性と洗練された美しさとの調和，美術の働きなどについて独創的・総合的に考
え，主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり，美術や美術文化に対する見方や
感じ方を深めたりすることができるようにする。

（3） �主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を深
め，心豊かな生活を創造していく態度を養う。

２ 内　容
Ａ 表　現
（1） ��表現の活動を通して，次のとおり発想や構想に関する資質・能力を育成する。
ア�　感じ取ったことや考えたことなどを基に，絵や彫刻などに表現する活動を通して，
発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
( ア ) 対象や事象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと，夢，想像や感情などの心の
世界などを基に主題を生み出し，単純化や省略，強調，材料の組合せなどを考え，創
造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること。

イ�　伝える，使うなどの目的や機能を考え，デザインや工芸などに表現する活動を通し
て，発想や構想に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
( ア ) 構成や装飾の目的や条件などを基に，用いる場面や環境，社会との関わりなどから
主題を生み出し，美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された美しさなどを総合的
に考え，表現の構想を練ること。

( イ ) 伝える目的や条件などを基に，伝える相手や内容，社会との関わりなどから主題を
生み出し，伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え，表現の構想を練ること。

( ウ ) 使う目的や条件などを基に，使用する者の立場，社会との関わり，機知やユーモア
などから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を総合的に考え，
表現の構想を練ること。

（2） ��表現の活動を通して，次のとおり技能に関する資質・能力を育成する。
ア�　発想や構想をしたことなどを基に，表現する活動を通して，技能に関する次の事項
を身に付けることができるよう指導する。
(ア ) 材料や用具の特性を生かし，意図に応じて自分の表現方法を追求して創造的に表すこと。
( イ ) 材料や用具，表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら，見通
しをもって表すこと。

Ｂ 鑑　賞
（1） ��鑑賞の活動を通して，次のとおり鑑賞に関する資質・能力を育成する。
ア�　美術作品などの見方や感じ方を深める活動を通して，鑑賞に関する次の事項を身に
付けることができるよう指導する。
( ア ) 造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などに
ついて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めること。

( イ ) 目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作者の心情や表現
の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方
を深めること。

イ�　生活や社会の中の美術の働きや美術文化についての見方や感じ方を深める活動を通
して，鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
( ア ) 身近な環境の中に見られる造形的な美しさなどを感じ取り，安らぎや自然との共
生などの視点から生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどし
て，見方や感じ方を深めること。

( イ ) 日本の美術作品や受け継がれてきた表現の特質などから，伝統や文化のよさや美
しさを感じ取り愛情を深めるとともに，諸外国の美術や文化との相違点や共通点に
気付き，美術を通した国際理解や美術文化の継承と創造について考えるなどして，
見方や感じ方を深めること。

〔共通事項〕
（1）  ��「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。
ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解すること。
イ　造形的な特徴などを基に，全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。
３ 内容の取扱い
（1）第２学年及び第３学年では，第１学年において身に付けた資質・能力を柔軟に活用し

て，表現及び鑑賞に関する資質・能力をより豊かに高めることを基本とし，第２学年
と第３学年の発達の特性を考慮して内容の選択や一題材に充てる時間数などについ
て十分検討すること。

（2）「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，発想や構想に関する資質・能力や鑑賞
に関する資質・能力を育成する観点から，〔共通事項〕に示す事項を視点に，アイデア
スケッチで構想を練ったり，言葉で考えを整理したりすることや，作品などに対す
る自分の価値意識をもって批評し合うなどして対象の見方や感じ方を深めるなどの
言語活動の充実を図ること。

(3)「Ｂ鑑賞」のイの ( イ ) の指導に当たっては，日本の美術の概括的な変遷などを捉え
ることを通して，各時代における作品の特質，人々の感じ方や考え方，願いなどを感
じ取ることができるよう配慮すること。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）
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第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（新設）→

（1） �第２の各学年の内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互の関
連を図るようにすること。

（2） �第２の各学年の内容の〔共通事項〕は表現及び鑑賞に関する能力を育成す
る上で共通に必要となるものであり，表現及び鑑賞の各活動において十
分な指導が行われるよう工夫すること。

（3） �第２の各学年の内容の「Ａ表現」については，（1）及び（2）と，（3）は原則
として関連付けて行い，（1）及び（2）それぞれにおいて描く活動とつくる
活動のいずれも経験させるようにすること。その際，第２学年及び第３学
年の各学年においては，（1）及び（2）それぞれにおいて，描く活動とつく
る活動のいずれかを選択して扱うことができることとし，２学年間を通
して描く活動とつくる活動が調和的に行えるようにすること。

（4） �第２の内容の「Ｂ鑑賞」の指導については，各学年とも適切かつ十分な授
業時数を確保すること。

（新設）→

（5） �第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの
関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，
美術科の特質に応じて適切な指導をすること。

２ 第２の内容の指導については，次の事項に配慮するものとする。
（新設）→

（3） �主題を生み出すことから表現の確認及び完成に至る全過程を通して，生
徒が夢と目標をもち，自分のよさを発見し喜びをもって自己実現を果た
していく態度の形成を図るようにすること。

（1） �各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，生徒の学習経験や能力，発達特性
等の実態を踏まえ，生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技法，材料な
どを選択し創意工夫して表現できるように，次の事項に配慮すること。

ア�　見る力や感じ取る力，考える力，描く力などを育成するために，スケッチ
の学習を効果的に取り入れるようにすること。
イ�　美術の表現の可能性を広げるために，写真・ビデオ・コンピュータ等の映
像メディアの積極的な活用を図るようにすること。
ウ�　日本及び諸外国の作品の独特な表現形式，漫画やイラストレーション，図
などの多様な表現方法を活用できるようにすること。
エ�　表現の材料や題材などについては，地域の身近なものや伝統的なものも
取り上げるようにすること。

（4） �互いの個性を生かし合い協力して創造する喜びを味わわせるため，適切
な機会を選び共同で行う創造活動を経験させること。また，各表現の完成
段階で作品を発表し合い，互いの表現のよさや個性などを認め尊重し合
う活動をするようにすること。

（2） �各学年の「Ｂ鑑賞」の題材については，日本及び諸外国の児童生徒の作品，
アジアの文化遺産についても取り上げるとともに，美術館・博物館等の施
設や文化財などを積極的に活用するようにすること。

（5） �美術に関する知的財産権や肖像権などについて配慮し，自己や他者の創
造物等を尊重する態度の形成を図るようにすること。

３ � 事故防止のため，特に，刃物類，塗料，器具などの使い方の指導と保管，活
動場所における安全指導などを徹底するものとする。

４ � 生徒が随時鑑賞に親しむことができるよう，校内の適切な場所に鑑賞作品
などを展示するとともに，生徒や学校の実態に応じて，学校図書館等にお
ける鑑賞用図書，映像資料などの活用を図るものとする。

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
（1） �題材など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向け

て，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，造形的
な見方・考え方を働かせ，表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習
の充実を図ること。

（2） �第２の各学年の内容の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導については相互に関連を図り，
特に発想や構想に関する資質・能力と鑑賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて
学習が深められるようにすること。

（3） �第２の各学年の内容の〔共通事項〕は，表現及び鑑賞の学習において共通に必要とな
る資質・能力であり，「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導と併せて，十分な指導が行われ
るよう工夫すること。

（4） �第２の各学年の内容の「Ａ表現」については，（1）のア及びイと，（2）は原則として
関連付けて行い，（1）のア及びイそれぞれにおいて描く活動とつくる活動のいずれ
も経験させるようにすること。その際，第２学年及び第３学年の各学年においては，
（1）のア及びイそれぞれにおいて，描く活動とつくる活動のいずれかを選択して扱
うことができることとし，２学年間を通して描く活動とつくる活動が調和的に行え
るようにすること。

（5） �第２の内容の「Ｂ鑑賞」の指導については，各学年とも，各事項において育成を目指
す資質・能力の定着が図られるよう，適切かつ十分な授業時数を確保すること。

（6） �障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導
内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（7） �第１章総則の第１の２の（2）に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連
を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について，美術科の特質
に応じて適切な指導をすること。

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。
（1）  �〔共通事項〕の指導に当たっては，生徒が造形を豊かに捉える多様な視点をもてるよ

うに，以下の内容について配慮すること。
ア�　〔共通事項〕のアの指導に当たっては，造形の要素などに着目して，次の事項を実感
的に理解できるようにすること。
( ア ) 色彩の色味や明るさ，鮮やかさを捉えること。
( イ ) 材料の性質や質感を捉えること。
( ウ ) 形や色彩，材料，光などから感じる優しさや楽しさ，寂しさなどを捉えること。
( エ ) 形や色彩などの組合せによる構成の美しさを捉えること。
( オ ) 余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えること。
イ�　〔共通事項〕のイの指導に当たっては，全体のイメージや作風などに着目して，次の
事項を実感的に理解できるようにすること。
( ア ) 造形的な特徴などを基に，見立てたり，心情などと関連付けたりして全体のイメー
ジで捉えること。

( イ ) 造形的な特徴などを基に，作風や様式などの文化的な視点で捉えること。
（2） �各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，主題を生み出すことから表現の確認及び完

成に至る全過程を通して，生徒が夢と目標をもち，自分のよさを発見し喜びをもっ
て自己実現を果たしていく態度の形成を図るようにすること。

（3） �各学年の「Ａ表現」の指導に当たっては，生徒の学習経験や資質・能力，発達の特性等
の実態を踏まえ，生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技法，材料などを選択し
創意工夫して表現できるように，次の事項に配慮すること。

ア�　見る力や感じ取る力，考える力，描く力などを育成するために，スケッチの学習を
効果的に取り入れるようにすること。
イ�　美術の表現の可能性を広げるために，写真・ビデオ・コンピュータ等の映像メディア
の積極的な活用を図るようにすること。
ウ�　日本及び諸外国の作品の独特な表現形式，漫画やイラストレーション，図などの多
様な表現方法を活用できるようにすること。
エ�　表現の材料や題材などについては，地域の身近なものや伝統的なものも取り上げる
ようにすること。

（4） �各活動において，互いのよさや個性などを認め尊重し合うようにすること。
（5） �互いの個性を生かし合い協力して創造する喜びを味わわせるため，適切な機会を選

び共同で行う創造活動を経験させること。
（6） �各学年の「Ｂ鑑賞」の題材については，国内外の児童生徒の作品，我が国を含むアジ

アの文化遺産についても取り上げるとともに，美術館や博物館等と連携を図ったり，
それらの施設や文化財などを積極的に活用したりするようにすること。

（7） �創造することの価値を捉え，自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する
態度の形成を図るとともに，必要に応じて，美術に関する知的財産権や肖像権など
について触れるようにすること。また，こうした態度の形成が，美術文化の継承，発
展，創造を支えていることへの理解につながるよう配慮すること。

３� 事故防止のため，特に，刃物類，塗料，器具などの使い方の指導と保管，活動場所にお
ける安全指導などを徹底するものとする。
４� 学校における鑑賞のための環境づくりをするに当たっては，次の事項に配慮するもの
とする。

（1） �生徒が造形的な視点を豊かにもつことができるよう，生徒や学校の実態に応じて，
学校図書館等における鑑賞用図書，映像資料等の活用を図ること。

（2） �生徒が鑑賞に親しむことができるよう，校内の適切な場所に鑑賞作品などを展示す
るとともに，学校や地域の実態に応じて，校外においても生徒作品などの展示の機
会を設けるなどすること。

現　行 改訂後（平成 29 年３月告示）
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授業の役に立つ！              活用法

デジカメやタブレットを使い

「試し」の活動を
入れる

デジカメやタブレットを使った「試
し」の活動を入れることで、自分自身
の考えを決めたり、友達とのかかわり
の中で決め直したりする場をつくるこ
とができます。

※お絵かき用アプリの例

今回は、「キラキラシャボンで」（開隆堂「図画工
作１・２下」p.25）の実践に活用しました。
・第一次は、画用紙２枚～３枚に模様をつけます。
・�泡の模様づくりは、具体物をイメージしてという
よりは、泡の形や色の組み合わせが美しいと感じ
られるように絵の具の泡を吹き付けます。

・�第二次は、泡の模様から絵を見立てる活動です。
このときに、すぐに画用紙に加筆してしまうので
はなく、タブレットで写真を撮って「お絵かきアプ
リ※」で簡単に描き加える活動を設定します。

・�グループ内で、同じ泡の模様に試し描きしてみる
と、「それいいね」と認め合う場面や「私はこの向
きでイルカのジャンプにしたよ」というように異
なるアイデアを交歓する場面が生じます。描いた
絵は新しい画像として保存しますので、同じ写真
を元に複数の子どもが試し描きできます。

・�第二次の後半は、実際に画用紙に加筆していく段
階になります。このとき、タブレットなどで試し
描きしたときの認め合いや異なるアイデアの交歓
が、子どもの「何に見立てるかを決める」ための判
断基準に大きくかかわってきます。

ICTを使って

授業の流れと
指導のポイント

・�泡模様の形から想像を広げさせたい第二次では、
クレヨンなどで思いつきを簡単に加筆してしまう
と、後戻りできなくなって困ることがあります。

・�泡模様の形や色そのものを「何度も見たくなる」た
めに、タブレットの画面を横にしたり逆さにした
りしながら試し描きする授業のしかけが、よりよ
くしたいという子どもの高次な自己決定を引き出
しやすくなるのです。

教科のねらいから見た
ＩＣＴ活用のよさ

元の泡模様が…

タブレットでの試し描き１

タブレットでの試し描き２

同じ「犬に見えた」でも、描いてみると違う

Let's Draw
（無料）

Skitch
（無料）

筑波大学附属小学校 教諭　北川智久（きたがわ ともひさ）

私が図工の授業で
「気軽にＩＣＴ活用」
している方法を
いくつか紹介します。

I C T
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　井上雄彦さんの漫画『バガボンド』が好きで、新刊が出

るのを楽しみにしています。読んでいておもしろいのは

身体感覚の表現で、登場人物の立ち姿や刀の握り方、台

詞などに自分が剣道や居合の稽古をしていて気づいた感

覚が出てくると「おぉ、そうそう！」と、うれしくなりま

す。

　以前、絵画修復家の方が「ゴッホの作品は、感情のまま

激しく叩きつけて描いたように思われがちだが、同じよ

うなタッチを再現するには、筆の入りと出をとても慎重

に描く必要がある」と話しているのを聞きました。『バガ

ボンド』とはかなり画風が異なりますが、松本大洋さんの

『竹光侍』にもしっくりくる絵が度々出てきて、日本画の

表現に興味が湧いたということもありました。現在、急

速に進むデジタル化を「人の痕跡を消すことで精度を高

めるもの」と定義するのはかなり極端でしょうが、人の痕

跡には多くの身体感覚が込められていて、作品から身体

感覚を読み取り共感することは鑑賞を楽しむ方法の一つ

　小学校１年生を担任していた時のこと。繰り上がりの

あるたし算の練習で、６＋８の答えを考えている子ども

たち。ある子は、机の下で指を折り一生懸命数えている。

またある子は頭を抱えて何やら考えている様子。近くに

よってみるとこうつぶやいた。「う～ん、６＋８、何だっ

け？」

　どうやら彼は、繰り上がりの組み合わせをすべて覚え

るという方法で習得しようとしていたようだ。

　その後、ブロックの操作や図に表すなどして、何とか

数量のイメージをもてるように指導した…という記憶が

ある。そうやって答えを導き出さないと、「何だっけ？」

の答えにたどり着かないからだ。

　他の教科でも、言葉や情報から「イメージする」という

ことが、学びのスタートとなり基本となる。学びの対象

から、どれだけのことを自分のものにできるかはイメー

ジする力によるところが大きいと思う。だからこそ、学

だと思います。例えば、彫刻作品と同じポーズをしてみ

ることなどは、子どもにも取っ掛かりやすい鑑賞の入り

口でしょう。

　中学校の美術科で「表現と鑑賞の関連を図る」とは、「鑑

賞で学んだ発想や技法などを表現に生かす」ことと、「制

作経験で得た視点から自他の作品をより深く鑑賞する」

という相互の連携が図られることだと思います。よい作

品に接する経験はとても大切ですが、鑑賞の対象がどれ

もこれも素晴らしい作品ばかりだと「すごいのだろうと

は思うけど、どこがすごいかはよくわからない」というこ

ともあるのではないでしょうか。生徒が親近感をもてる

くらいの作品を鑑賞する機会がもっとつくれたら、きっ

と よ い 刺 激

になるだろう

と思っていま

す。

習の中で、イメージを感じたり膨らませたりすることが

とても大切なのだと考える。

　さらに、図工の学習は、その一人一人のイメージを表

し、伝える教科でもある。たとえ言葉でうまく伝わらな

いことでも、伝えることができるツールが形や色なのだ

と考えている。イメージを伝えようとすることは、コミュ

ニケーションの第一歩である。この教科をもっと好きに

なって、「自分の思いを表現したい！伝えたい！」という

気持ちをもち、主体的に生きる子どもに育ってほしいと

いつも願っている。

　先日、美しいオホーツクの流氷の風景に触れた。その

感動を絵に表

すことができ

ない自分。幼

いころに図工

嫌いだった自

分 を 悲 し く

思った。

図工の効用

稽古をしていて思う

北海道札幌市立富丘小学校　
八田 博之（はった ひろゆき）

静岡県富士宮市立大富士中学校　
遠藤 大史（えんどう ひろふみ）
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福
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
郡
山

市
。
郡
山
市
立
美
術
館
は
、
市
の
東
部
四

キ
ロ
ほ
ど
に
あ
る
緑
豊
か
な
丘
陵
地
帯
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
美
術
館
建
設
の
構
想

が
具
体
化
し
た
の
は
昭
和
五
十
八
年
で
す

が
、
そ
の
原
動
力
は
署
名
運
動
か
ら
始

ま
っ
た
市
民
運
動
の
輪
で
し
た
。
以
来
十

年
近
く
を
費
や
し
て
運
営
方
針
な
ど
に
つ

い
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
四
年
に
郡

山
市
立
美
術
館
と
し
て
開
館
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
十
一
月
に
は
開
館

二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
館
は
、
建
築
家
柳や

な
ぎ
さ
わ沢

孝た
か
ひ
こ彦

氏
の
設

計
に
よ
っ
て
「
自
然
の
中
に
芸
術
の
場
が

溶
け
込
む
よ
う
な
」
環
境
を
大
き
な
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
隣
接
す
る

丘
の
稜
線
に
合
わ
せ
て
谷
間
部
分
に
建
物

が
配
置
さ
れ
、
ゆ
る
や
か
に
弧
を
描
く
よ

う
大
屋
根
が
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
庭
に
面

す
る
ロ
ビ
ー
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
バ

リ
ー
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン
の
彫
刻
作
品
が
置
か

れ
た
前
庭
を
館
内
か
ら
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
石
造
り
の
前
庭
は
憩
い
の
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
緑
と
紅

葉
の
時
期
を
迎
え
る
と
、
周
辺
の
雑
木
林

と
美
し
く
調
和
し
ま
す
。

郡
山
市
立美術

館
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建
物
は
２
階
建
の
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で

す
。
１
階
の
企
画
展
示
室
で
は
、
年
間
５

本
程
度
の
企
画
展
を
開
催
し
、
２
階
の
常

設
展
示
で
は
、
毎
年
４
回
の
展
示
替
え
を

行
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
１
階
に
は
創
作
ス
タ
ジ
オ
や
多
目
的

ス
タ
ジ
オ
な
ど
普
及
活
動
に
活
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
映
画
会
な
ど
多
彩
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
術
館
と
い

う
空
間
を
活
か
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇

を
上
演
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

美術館近景 常設展示室　

〒 963-0666
福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
Tel : 024(956)2200
開館時間：午前9時30分〜午後5時

（入場は午後4時30分まで）

休館日：月曜日（ただし祝日の場合は翌日休館）
　年末年始（12月28日~1月4日）
　その他、臨時休館あり

郡山市立美術館
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る
に
至
り
ま
し

た
。
郡
山
ゆ
か

り
の
美
術
に
関

し
て
は
、
収
集

活
動
を
幅
広
く

行
う
中
で
、
ガ

ラ
ス
工
芸
家
の

パ
イ
オ
ニ
ア
的

存
在
で
あ
る
、

佐さ
と
う藤

潤じ
ゅ
ん
し
ろ
う

四
郎
の

作
品
収
集
を
開

館
前
か
ら
重
点

的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

「
本
（
版
）
の

美
術
」と
し
て
、

版
画
作
品
お
よ

当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
、

イ
ギ
リ
ス
近
代
美
術 

二
、
日
本

の
近
代
美
術 

三
、
郡
山
ゆ
か
り
の
美
術 

四
、
本
（
版
）
の
美
術
と
い
う
四
つ
の
大

き
な
柱
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
と
く
に
イ

ギ
リ
ス
近
代
美
術
に
関
し
て
は
、
十
八
世

紀
後
半
の
ホ
ガ
ー
ス
や
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
肖

像
画
に
は
じ
ま
り
、
タ
ー
ナ
ー
や
コ
ン
ス

タ
ブ
ル
を
中
心
と
す
る
風
景
画
、
十
九
世

紀
末
の
ロ
セ
ッ
テ
ィ
や
バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー

ン
ズ
な
ど
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
を
含
む

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
画
家
た
ち
に
よ
る
作

品
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
そ
の
体
系
的
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
近
代
美
術
に
お
い
て

は
、
明
治
期
に
お
け
る
西
洋
絵
画
の
黎
明

期
に
着
目
し
、
油
彩
、
水
彩
、
版
画
を
中

心
に
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す

び
挿
絵
本
等
を
収
集
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
展
示
替
え
の
度

に
様
々
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

企
画
展
に
つ
い
て
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
の
有
機
的
な
関
係
性
を
重
視
し
、
イ
ギ

リ
ス
美
術
や
明
治
美
術
に
関
連
し
た
テ
ー

マ
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
ほ
か
に
、
幅

広
い
分
野
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
音
楽
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
テ
ー
マ
に
す
る
な
ど
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
性
や
親
し
み
や
す
さ
を
切
口
に

企
画
・
展
示
を
行
う
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

四
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

柱
と
企
画
展

サー・エドワード・コーリー・バーン＝ジョーンズ　「フローラ」
1868　84年（油彩・キャンバス）

佐藤潤四郎「羊車」
1980　82年頃（ガラス／宙

ちゅうすい

吹・プランツ）

郡山市立美術館
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当
館
で
は
、
講
演
会
や
講
座
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
な
ど
を
開
催

し
て
、
幅
広
い
美
術
館
利
用
者
を
対
象

に
「
み
る
」・「
知
る
」
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
り
、
作
品
の
制
作
や
美
術
体
験
を
提

供
す
る
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
学
校
教
育
と

の
連
携
は
当
館
の
普
及
活
動
に
お
い
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　「
ア
ー
ト
・
キ
ュ
ー
ブ
」
は
、
福
島
県

立
美
術
館
と
当
館
が
共
同
で
制
作
し
た
鑑

賞
用
補
助
教
材
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
美

術
館
で
楽
し
み
な
が
ら
ゲ
ー
ム
感
覚
で
鑑

賞
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
企
画
さ
れ
ま
し

た
。「
ア
ー
ト
・
キ
ュ
ー
ブ
」
は
、「
タ
ッ

チ
キ
ュ
ー
ブ
」「
素
材
キ
ュ
ー
ブ
」「
お
み

く
じ
キ
ュ
ー
ブ
」
な
ど
12
種
の
立
方
体
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
作
品
の
素
材
に

対
す
る
関
心
を
促
す
、

作
品
か
ら
得
た
印
象
を

言
語
化
す
る
な
ど
、
作

品
を
選
ば
ず
に
様
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て

鑑
賞
へ
と
導
く
ツ
ー

ル
で
す
。「
ア
ー
ト
・

キ
ュ
ー
ブ
」
は
、
基
本

的
に
鑑
賞
行
為
に
対
す

る
契
機
づ
け
や
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
と
し
、
開
発

以
来
、
当
館
で
は
主
に

学
校
・
ク
ラ
ス
単
位
で

の
団
体
見
学
時
に
展
示
室
内
で
活
用
し
て

き
ま
し
た
。
授
業
で
使
用
す
る
希
望
が
あ

れ
ば
、随
時
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
校
教
育
と
の
連
携
事
業
と

し
て
、
郡
山
市
内
の
小
・
中
学
校
と
共
催

で
作
品
展
を
企
画
し
た
り
、
毎
年
夏
休
み

に
は
、
図
工
と
美
術
の
授
業
内
容
を
紹
介

す
る
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
図
工
・
美

術
科
の
先
生
方
を
講
師
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
造
形
活
動
の
場
が
広
が
り
、
さ
ら

に
図
工
・
美
術
教
育
の
研
究
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
提
供　

郡
山
市
立
美
術
館
）

学
校
教
育
と
の
連
携

「アート・キューブ」

「アート・キューブ」体験

ワークショップ「図工と美術の時間へようこそ！」風土記の丘の美術展
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「世界遺産」にとうろく !?
オリジナルタワー

伊
い と う

藤 彰
あきひこ

彦　　宮城教育大学附属小学校　 工作
年 生
２

時 間
7

カッターナイフで紙の切り方を工夫してつくることを
通して、形や色、表現方法を工夫する力を培う。

題材のねらい

造形紙（両面色違い）、カッターナイフ、工作マット、は
さみ

用具・材料

カッターナイフで紙を切る快さを味わいながら、
紙工作をすることを楽しむ。

関

さまざまな切り抜き方や切り起こし方を思いつき、
自分のつくりたいタワーのイメージを広げる。　

発

安全で正しいカッターナイフの使い方を身につ
け、切り抜き方や切り起こし方、形や色の組み合
せや重なり、高低差などを工夫する。

創

自他のつくったタワーを見て、組み合わせた形や色
の美しさやおもしろさなど、表現のよさに気づく。　　

鑑

評価の観点
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学 習 の 流 れ

①
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
の
安
全
な
使
い
方
を

知
り
、紙
を
切
り
抜
い
た
り
切
り
起
こ

し
た
り
し
な
が
ら
、基
本
的
な
技
能
に

慣
れ
る
。

②
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
た「
オ

リ
ジ
ナ
ル
タ
ワ
ー
」
を
つ
く
る
活
動
の

見
通
し
を
も
ち
、両
面
色
違
い
の
造
形

紙
を
切
り
抜
い
た
り
切
り
起
こ
し
た
り

し
な
が
ら
、一
つ
の
タ
ワ
ー
を
つ
く
る
。

③
自
他
の
作
品
を
組
み
合
わ
せ
て
鑑
賞
す

る
活
動
を
通
し
て
、重
ね
て
表
現
す
る

こ
と
の
面
白
さ
に
気
づ
き
、二
枚
目
の

紙
で
タ
ワ
ー
を
つ
く
る
。

④
三
枚
目
の
紙
で
タ
ワ
ー
を
つ
く
り
な

が
ら
、お
気
に
入
り
の
重
ね
方
や
並
べ

方
を
確
か
め
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ワ
ー
」

を
表
現
す
る
。

⑤
お
気
に
入
り
の
重
ね
方
や
並
べ
方
で

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ワ
ー
」
の
街
を
つ
く

り
、「
世
界
遺
産
群
の
街
」
の
中
を
歩
き

な
が
ら
、自
他
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
。

本
題
材
は
、
造
形
紙
を
切
り

抜
い
た
り
、
切
り
起
こ
し

た
り
し
な
が
ら
で
き
た
複
数
の
形
を

組
み
合
わ
せ
て
立
体
的
な「
タ
ワ
ー
」

を
つ
く
る
活
動
で
す
。
子
ど
も
が
、

形
や
色
の
組
み
合
わ
せ
、
重
な
り
、

高
低
差
の
変
化
に
よ
る
作
品
の
見
え

方
の
面
白
さ
や
美
し
さ
な
ど
、
自
分

だ
け
の
見
方
や
感
じ
方
、
捉
え
方
を

発
見
し
、
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
、

新
し
い
価
値
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
「
見
る
」
活
動
を
取
り
入

れ
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

し
た
。

【「
技
の
図
鑑
」
や
掲
示
物
を
活
用
す

る
場
の
設
定
】

　
題
材
の
は
じ
め
に
、
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
の
基
本
的
な
技
能
に
慣
れ
る
時

間
を
設
け
、
そ
こ
で
子
ど
も
が
見
つ

け
た
切
り
方
を
「
技
の
図
鑑
」
と
し

て
掲
示
し
て
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
時
間
の
学
び
の
跡
を
模

造
紙
に
ま
と
め
、
教
室
に
掲
示
し
て

い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
掲
示
物
を

見
な
が
ら
表
現
方
法
を
選
ん
だ
り
、

新
た
な
表
現
方
法
を
つ
く
り
出
し
た

り
す
る
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

【
表
現
の
多
様
性
に
気
づ
か
せ
る
た

め
の
鑑
賞
活
動
の
設
定
】

　
上
記
③
④
の
導
入
で
は
、
友
達
の

作
品
と
自
分
の
作
品
と
を
組
み
合
わ

せ
て
鑑
賞
す
る
活
動
を
行
い
、
形
や

色
の
組
み
合
わ
せ
や
重
な
り
、
高
低

差
の
変
化
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
空

間
の
面
白
さ
や
美
し
さ
に
気
づ
か
せ

ま
し
た
。
す
る
と
、「
こ
の
色
だ
と

似
合
う
か
な
」
な
ど
友
達
と
関
わ
り

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
し
て
自
分
ら
し

い
表
現
を
追
求
し
て
い
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
自
覚
さ
せ
る

た
め
の
鑑
賞
活
動
の
設
定
】

　
三
つ
の
タ
ワ
ー
を
重
ね
て
「
オ
リ

ジ
ナ
ル
タ
ワ
ー
」
を
表
現
さ
せ
る
際

に
は
、
円
形
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
カ
ッ

タ
ー
マ
ッ
ト
の
中
央
下
に
置
い
て
回

し
、
３
６
０
度
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
タ
ワ
ー
を
見
な
が
ら
表
現
さ
せ
ま

し
た
。
自
分
の
作
品
と
じ
っ
く
り
向

き
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
ワ
ー
」
を
高
低
差
の
あ
る
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
、「
世
界
遺
産
群
の
街
」

を
表
現
し
て
校
内
に
設
置
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
思
い
を
込

め
て
つ
く
っ
た
過
程
に
満
足
す
る

だ
け
で
な
く
、
全
校
の
子
ど
も
た

ち
に
作
品
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
実
践
を
通
し
て
、
表
現
の
過

程
で
「
見
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
た

活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
子

ど
も
が
友
達
や
作
品
、
材
料
と
主

体
的
に
関
わ
り
、
表
現
の
多
様
性

に
気
づ
き
、
自
分
ら
し
い
表
現
を

追
求
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る

の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
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ふるさと再発見！
スクールミュージアム

永
なが

松
まつ

 芳
よし

恵
え

　大分県津久見市立第一中学校
文化庁・大分県立美術館・津久見市教育委員会共催 鑑賞

年 生
1

時 間
5

学校と美術館が連携し、美術館の教育資源や地域の
特色あふれる素材を活用して、教科横断的な授業を
実施することにより、生徒の｢能動的にみる｣ ための
視野を広げるとともに、｢能動的に学ぶ｣ 好奇心を触
発し、故郷津久見の魅力を再発見できるようになる。

題材のねらい

【生徒】地元の石や土、砂 
【教師】ワークシート、紙皿、紙コップ、マスク、ゴム手袋
【美術館】展示作品、展示用具、色づくり用具、
ワークシート他

用具・材料

色づくりや鑑賞活動に主体的に取り組んでいる。関

津久見の魅力を再発見し、さまざまな作風の作
品に触れ、郷土の作品や作家の故郷を見つめる
まなざし等の魅力を感じ取っている。

鑑

評価の観点
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学 習 の 流 れ

①
ザ･

ピ
グ
メ
ン
ト

・
大
分
県
立
美
術
館
教
育
普
及
職
員
の

指
導
の
も
と
、津
久
見
の
石
や
土
か

ら
絵
の
具
を
つ
く
る
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

②
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー (

理
科
教

諭
に
よ
る
、理
科
×
美
術
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
授
業)

・
津
久
見
の
岩
石
や
地
層
の
成
り
立
ち

を
理
解
し
、津
久
見
の
魅
力
を
感
じ

取
る
。

・
授
業
中
、感
じ
た
こ
と
を
意
見
交
換

し
、授
業
後
は
感
想
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
書
く
。

③
ス
ク
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム(

大
分
県
立

美
術
館
所
蔵
品
地
域
巡
回
展)

・
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、津
久

見
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
・
作
品
を

「
み
る
」。

・
さ
ま
ざ
ま
な
作
風
の
作
品
に
触
れ
る

と
と
も
に
、郷
土
の
作
品
や
作
家
の

魅
力
を
感
じ
取
る
。

・
鑑
賞
後
、感
じ
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ

の
中
で
話
し
合
う
。

大
分
県
津
久
見
市
は
全
国
有

数
の
石
灰
石
移
出
の
町
で
、

リ
ア
ス
式
海
岸
に
位
置
し
、
大
自
然

に
恵
ま
れ
た
海
岸
風
景
の
美
し
い
町

で
あ
る
。
本
題
材
は
、
そ
れ
ら
地
域

素
材
活
用
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
「
能
動
的
に

学
ぶ
」
知
的
好
奇
心
を
触
発
し
、「
能

動
的
に
み
る
」
視
野
を
広
げ
、
地
域

再
発
見
に
つ
な
が
る
鑑
賞
と
表
現
の

複
合
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
の
学
校
と
大
分
県
立
美
術

館
、
そ
し
て
、
津
久
見
市
教
育
委
員

会
が
連
携
し
て
実
現
し
た
。

　
授
業
の
形
態
は
、
美
術
科・理
科・

国
語
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
よ

る
教
科
横
断
型
で
行
い
、

①
ザ･

ピ
グ
メ
ン
ト
～
絵
の
具
は
、

石
か
ら
で
き
て
い
る
？
～
【
理
科
・

美
術
・
総
合
連
携
授
業
】

②
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー【
理
科・

美
術
・
総
合
連
携
授
業
】

③
ス
ク
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム【
美
術・

総
合
・
国
語
連
携
授
業
】

の
３
段
階
に
分
け
、
展
開
し
た
。
日

常
の
授
業
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

特
設
授
業
の
場
合
、
美
術
の
時
間

だ
け
で
は
時
間
数
確
保
が
難
し
く
、

年
間
計
画
を
作
成
す
る
上
で
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
も
、
他
教
科
と
の

連
携
は
欠
か
せ
な
い
。
教
科
横
断

的
な
形
態
を
実
現
し
た
結
果
、
教

師
は
新
し
い
視
点
の
情
報
や
授
業

ツ
ー
ル
の
確
保
が
で
き
、
生
徒
は

鑑
賞
や
表
現
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
場
」

が
与
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
地
域
素
材
を

活
用
し
た
こ
と
で
地

域
再
発
見
に
つ
な
が

る
。
授
業
後
に
得
た

も
の
は
生
徒
・
教
師
・

地
域
に
と
っ
て
大
き

な
意
義
を
も
つ
。

　

大
分
県
は

２
０
１
５
年
４
月
に

新
し
く
大
分
県
立
美

術
館
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
）

が
開
館
し
、
県
内
小

学
生
全
員
を
対
象
と

し
た
鑑
賞
招
待
事

業
、
週
末
や
長
期
休

暇
中
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
教
育

普
及
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
全

国
的
に
広
が
る
美
術
館
と
地
域
、
学

校
と
の
連
携
も
大
分
県
に
お
い
て
も

根
付
き
つ
つ
あ
る
。
今
回
の
授
業
が

美
術
館
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
何
よ
り
も
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
地
域
社
会
へ

は
ば
た
く
パ
イ
プ
役
を
果
た
せ
ら
れ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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　「デザイン！マイ・ハウス」という
題材名で立体作品に取り組みまし
た。土地に建物をつくり、中と外、
建物の内装や住人などを想像し、一
つの世界をつくります。充実した材
料コーナーや道具コーナーを用意
し、自分の表したいものに合った方
法を選べるようにしました。この作
品の作者は屋根瓦を波釘で、地面は
校庭の砂で、畳は紙バンドを使い、
和風の城を表現しました。

　和歌山県湯浅町に広がる伝統的建
造物群保存地区にある建物を写生し
ました。近くにあるものは大きく、遠
くにあるものは小さく遠近感をつけ
て描くこと、また、さまざまな色で混
色して、より実物に近い色を細かに
色分けしてつけていくよう指導しま
した。児童は学んだことに真面目に
取り組み、工夫して表現しました。
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「小さな国のお城」東京都町田市立大蔵小学校 ６年

「伝統のある湯浅の町並み」 和歌山県湯浅町立湯浅小学校 ５年
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